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中
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広
め
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会

合
長
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こ
の
度
「
一
中
地
区
地
域
の
ふ

れ
あ
い
を
広
め
る
会
」
会
長
及
び

「
1
中
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ

ー
」
館
長
を
兼
務
で
就
任
致
し
ま

し
た
。
改
め
て
任
務
を
担
う
責
任

と
使
命
の
重
さ
を
心
に
刻
ん
で
い

る
と
こ
ろ
で
す
。
前
会
長
の
大
和

田
さ
ん
の
よ
う
に
万
事
滞
り
な
く

進
行
出
来
る
か
不
安
で
す
が
、
皆

様
の
ご
支
援
・
ご
指
導
を
い
た
だ

き
精
一
杯
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

皆
様
ご
存
知
の
よ
う
に
少
子
高

齢
化
が
進
み
、
地
域
も
変
わ
り
つ

つ
あ
り
、
行
事
を
行
う
上
で
影
響

が
出
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
地
域
が

抱
え
て
い
る
一
番
大
き
な
問
題
で

す
。
他
に
も
多
く
の
課
題
が
あ
り

ま
す
が
、
皆
様
の
知
恵
を
拝
借
し

て
活
性
化
さ
せ
活
動
的
な
地
域
を

作
る
た
め
努
力
い
た
し
ま
す
。

一
方
、
1
中
コ
ミ
セ
ン
の
管
理

運
営
が
市
か
ら
移
管
さ
れ
て
三
年
。

こ
の
間
、
セ
ン
タ
ー
関
係
者
と
行

政
と
の
密
接
な
協
議
及
び
、
地
域

の
方
々
の
ご
理
解
と
ご
協
力
に
よ

り
順
調
に
運
営
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

利
用
し
や
す
く
愛
さ
れ
る
施
設

を
目
指
し
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
施

設
の
利
用
者
や
地
域
の
声
を
尊
重

し
、
心
か
ら
満
足
出
来
る
よ
う
充

実
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
今
後

と
も
、
気
軽
に
1
中
コ
ミ
セ
ン
を
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平成27年度 �ー中地区地域のふれあいを広める会 

総 �会　報　告 
4月26日、1中地区コミュニティセンターで、市長はじめ多く

の来賓を迎え、代議員・役員などが出席し、平成27年度定期総会

が開催、審議したすべての案件は原案通り可決されました。また、
理事4年・副会長4年・会長9年と永年にわたりコミュニティ活動
に貢献された会長の大和田敬治氏と、理事の清水進氏（金上自治会

長）・理事の近藤保夫氏（体育部会長）が退任され、感謝状が贈呈

ち　されました0

下夕村　修
大和田敬治

一中地区地域のふれあいを広める会（本会）

事10自治会長・6部会長・広報委Å農
事　大内　勝利・小松澤　勝雄

株局　川島　博・伊藤　昭子・菊池　暮代子

歳入　￥7，017，664

事　業
4／26　　　　総　会

10／11　　第21回秋季大運動会
10／22・23　理事視察研修
11／14・15　コミュニティまつり

平成27年度歳入・歳出予算

本会予算　　￥3，438，664

12月　ひたちなか市コミュニティ組織連絡協譲会
2／20　芸能音楽祭

随時　那珂川グランド運営管理
随時　各種会趨・ホームページ運営など

歳出　￥7，017，664

地域部委員芸　　　　事羊ナ　￥40，000 �実践部委轟会　　　　　事♯★　￥50．000 �広報委員会　　　　　　事業費　￥819．000 

事♯　　　　　　委員長原　健三 �事業　　　　　　委員長盛口祥子 �事♯　　　　　　　委員長伊藤昇 

10／22・23　　理■研修会 �5／31　　　　　交流会 �広報紙「ふれあい」年3回発行　随時取材・編集 

11／14・15　　　コミュニティまつり �11／14・15　　　コミュニティまつり �5／28　　デジカメ撮影研修会 

随時　　　　　まちづくり市民会鰻・委員会など �随時　　　　　委員会 �9月　　　コミュニティまつりチラシ作成 

体育舌l芸　　　　　事井貫　￥715，000 �青少年群芸　　　　　　事♯霊　￥476．000 �福祉都会　　　　　　　事♯暮　￥330，α氾 

■♯　　　　　　部会長川又書次 �事♯　　　　　　部会長岡田栄子 �事♯　　　　　　　計会長岡田義勝 
4／12　　第39回ソフトボール大会 �7／4　　親子クリーン作戦「市教育の日」 �6／14　　子育て支援（パパも蓼加） 

5／17　　第5回ヘルスバレーボール大会 �7／25　　三世代ふれあいチャレンジ教室 �6／29　地域禰祉講習（1） 　　　■ゝ 

6／7　　　第12回三世代交漬レクリエーション大会 �1／9　　　まゆ玉つくり �9／18　部会研修 2／29　地域福祉講習（2） 

7／25　　理事研條会 �2／6　　親子ふれあいスキー �月2回　特義老人ホーム「はまぎくの里」訪問 

10／11　第21回秋季大運動会 �参加事業 �10月　　はまぎくまつり 

2／14　　第11回ファミリーバトミントン大会 �7／9　　　少年の主張大会 �子書てサロン 

3／8　　　第17回ゴルフ大会 �10月　　▼少年育成指事者研傭会 �第1水曜日　　おあしす＠中根 

2月　　　健全な家庭づくり振興大会 �第3水曜日　　おあしす＠全上 
年3回　　一中生健全育成の会 �第4火曜日　　おあしす＠長堀 

文化部会　　　　　　事♯暮　￥440．∝氾 �安全防災部会　　　　　事業十　￥285．000 �環境部会　　　　　　　■♯十　￥445，（X氾 

事♯　　　　　　部会長盛口祥子 �事業　　　　　　部会長長岡明美 �事♯　　　　　　　部会長三浦秀夫 
6／5　　　　移動研傭会 �6／17　　視察研犠 �5・10・2月　　地区内巡視活動 

11／14・15　コミュニティまつり �7／17　　交通事故防止啓蒙活動 �6／15　　　　自然環塊に親しむ会（三世代交漬） 

2／20　　　　芸能音楽祭 �8月　安全教室 11月　交通事故防止善書活Ib �6・7・12月地区内清掃 6・11月地域美化劫7／10枚♯研修i 11／27　行政地役見学　【 

※各委員会・部会の事業費は本会からの助成費と、その他の事業費を含めた総事業費を記載しています。

※自治会ことの事業内容は、各自治会からの案内をご覧ください。なお、各自治会長は以下の通りです。

尾曲六郎（勝田新前雨）川内勝夫（三反田）坂井久彦（大成呵）重田政之（西中桐）山田　俊（中根）池田　聴（大平）武石利文（勝倉）
伊野　昂（乗中根団地）土田良春（富士山）佐藤定男（薬師台）桑原武夫（長　松）大内賢一（金上）原　健三（笹野）

平成27年度1中地区コミュニティセンター予算

歳　入　￥20，975，000

使用料　雑収入　前年度繰越金　　市補助金
2．M．00010，000　　　955．000　　　18，010．∝氾

歳　出　￥20，975，000

靂当轟
441．∝氾　　4．234．0（X）　　　　24．000
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輪投げ競技の様子

●私のたのしみ

漁への熱い想い

根本　一郎さん（77）

毎年、那珂川でサケ漁を行っている梶本一郎さ

んに、漁との関わりについてお話を伺いました。
三反田にお住まいの根本さんは、代々サケ漁を行

う家で育ち、小さい時からサケ漁をする矧こつい
て行ったそうです。初めて自分の腕でサケを捕っ

たのは、鎌倉遠足を控えた小6の時。「サケを売
ったお金を持って卒業遠足に行ったのが、一番嬉

しかった！」と、笑顔で話してくれました。

その時の感動を胸に、中学を卒業するとすぐ漁

師になりました。那珂湊から漁船に乗って、マグ
ロ・カツオ・サンマなどの魚を追いかけ、北は北

海道から南は九州まで行きました。当時はいつも

大漁で、どこの港も賑わっていました。いろいろ

な潜に立ち寄って違う景色を観るのが楽しみでし
た。10年位続けましたが、だんだん魚が捕れな

くなってきた頃、クァテマラに漁の指導を頼まれ
て行く予定だった時「キューバ事件」が起こり、家

族の反対で中止。漁師を辞めました。

その後結婚して、茨交バスの運転手に。仕事を
しながらも、休みの日は那珂川で漁を楽しんでい

ました。

現在は、9月から10月までのサケ漁と、11月

は那珂川漁業協同組合の稚魚放流事業の手伝いで

漁をしているそうです。「今年もまた、サケ漁の

時期が来るのが楽しみ。9月に向けて、網の修理
や舶壱場の草刈りを始めないと」と語る根本さん
に、漁への熱い思いを感じました。

1駄
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lト

あ
れ
や
・
こ
れ
や

健
康
で
あ
る
こ
と
の

あ
り
が
た
さ

薬
師
台
自
治
会

佐
野
　
好

昨
年
1
0
月
末
、
夜
7
時
頃

膿
が
お
か
し
く
な
り
ま
し

た
。
だ
ん
だ
ん
痛
み
が
強
ま

り
冷
汗
と
吐
き
気
が
す
る
の

で
、
救
急
車
を
呼
び
、
水
戸

の
病
院
に
入
院
し
ま
し
た
。

腸
捻
転
と
診
断
さ
れ
、
〓
月

初
め
に
手
術
。
1
週
間
後
、

傷
が
化
膿
し
て
い
る
と
分
か

り
「
耐
性
菌
で
薬
が
効
か
な

い
か
ら
、
自
分
の
体
力
で
治

す
ほ
か
な
い
」
　
と
言
わ
れ
、

点
滴
投
与
を
止
め
ま
し
た
。

シ
ャ
ワ
ー
で
膿
を
流
し
た

後
、
傷
の
中
に
ガ
ー
ゼ
を
詰

め
る
治
療
法
に
変
え
「
体
力

を
つ
け
る
為
に
歩
き
な
さ

い
」
　
と
指
示
さ
れ
ま
し
た
。

し
か
し
体
を
動
か
す
の
が
辛

く
、
無
理
を
す
る
と
熟
も
出

る
し
夜
が
長
く
眠
れ
ま
せ

ん
。
大
き
な
手
術
は
過
去
に

2
回
経
駿
し
て
慣
れ
て
い
て

も
、
歳
の
せ
い
か
余
計
な
事

を
考
え
た
り
し
て
心
の
弱
き

が
出
ま
し
た
。

今
回
は
、
頑
張
っ
て
歩
く

こ
と
に
専
念
し
、
日
に
日
に

痛
み
が
と
れ
膿
も
出
な
く
な

り
、
1
2
月
に
抜
糸
し
な
い
で

退
院
。
1
月
末
に
糸
を
抜
き

ま
し
た
。
九
死
に
一
生
を
得

た
様
な
気
持
ち
で
す
。
家
に

居
て
自
由
に
動
け
、
用
事
が

出
来
る
事
が
最
高
で
す
。

4
月
か
ら
小
学
生
が
通
学

す
る
横
断
歩
道
の
旗
振
り
を

す
る
こ
と
に
な
り
、
皆
さ
ん

の
挨
拶
の
声
を
聞
く
と
ま
だ

ま
だ
ヤ
レ

ル
こ
と
が

あ
る
な
～

と
思
い
ま

した。

大
谷
石
で
石
窯
を

作
っ
て
み
ま
せ
ん
か

長
松
自
治
会

菊
池
　
道
子

大
谷
石
は
、
石
黒
の
材
料

に
最
適
な
の
を
ご
存
知
で
す

か
。
4
年
前
の
震
炎
で
大
谷

石
の
塀
が
崩
れ
た
の
を
　
「
も

っ
た
い
な
い
な
あ
」
　
と
思
っ

て
い
た
矢
先
、
石
黒
が
作
れ

る
こ
と
を
知
っ
て
、
早
速
ご

近
所
か
ら
大
谷
石
を
も
ら
い

集
め
作
っ
て
み
ま
し
た
。
窯

と
言
っ
て
も
積
み
木
の
よ
う

に
大
谷
石
を
組
ん
だ
だ
け
の

単
純
な
作
り
で
す
。

中
で
薪
を
燃
や
し
て
十
分

熱
く
な
っ
た
ら
恨
火
を
奥
に

移
動
し
て
、
ピ
ザ
を
入
れ
ま

す
。
も
の
の
1
分
で
焼
き
上

が
り
で
す
。
そ
の
ほ
か
パ

ン
・
ロ
ー
ス
ト
ビ
ー
フ
・
パ

エ
リ
ア
・
牛
タ
ン
の
塩
釜

煉
∵
焼
き
芋
・
玉
ね
ぎ
や
パ

プ
リ
カ
を
焼
く
等
な
ど
、
家

族
や
友
人
た
ち
と
楽
し
ん
で

い
ま
す
。

ご
近
所
の
方
は
扉
付
き
の

立
派
な
石
窯
を
作
り
ま
し

た
。
煙
の
出
る
の
が
心
配
な

ら
「
炭
」
を
使
う
手
が
あ
り

ま
す
。
残
っ
た
き
れ
い
な
灰

は
、
草
木
灰
と
し
て
畑
や
花

壇
の
い
い
肥
料
で
す
。
私
の

経
験
か
ら
、
一
見
き
れ
い
な

人
造
大
谷
石
は
高
温
で
割
れ

て
し
ま
う
の
で
、
石
黒
に
は

向
き
ま
せ
ん
。

ま
だ
ま
だ
眠
っ
て
い
る
大

谷
石
が
あ
る
よ
う
で
す
。
大

谷
石
の
石
窯
を
作
っ
て
み
ま

せ
ん
か
。

5
月
3
1
日
、
実
践
郡
委
員

会
の
7
部
会
・
委
員
会
か
ら

約
5
0
人
が
参
加
し
て
、
鏑
投

げ
・
お
手
玉
カ
ー
リ
ン
グ
大

会
が
開
か
れ
た
。
こ
の
行
事

は
、
こ
れ
ま
で
実
践
部
委
員

会
内
の
交
流
が
あ
ま
り
な

か
っ
た
の
で
、
顆
睦
を
図
る

目
的
で
行
わ
れ
た
。
チ
ー
ム

を
編
成
（
1
チ
ー
ム
5
人
）

し
、
個
人
戦
・
団
体
戦
で
競
っ

た
。
桂
浜
が
あ
る
人
も
な
い

人
も
、
み
ん
な
夢
中
に
な
っ

て
プ
レ
ー
を
楽
し
ん
だ
。

ゲ
ー
ム
終
了
後
表
彰
式
が
あ

り
、
発
表
の
た
び
に
歓
声
が
。

カ
レ
ー
を
食
べ
な
が
ら
の
懇

親
会
で
は
、
「
面
白
か
っ
た
」

「
童
心
に
か
え
っ
た
」
「
ぜ
ひ

来
年
も
」
等
の
声
が
あ
っ
た
。

文
化
部
会

6
月
5
日
、
4
2
人
が
参
加

し
て
移
動
研
修
を
開
催
。
那

須
高
原
へ
の
途
中
、
禅
の
修
行

で
名
高
い
雲
厳
寺
・
黒
羽
漕
主

大
開
氏
の
菩
提
寺
で
あ
る
大

雄
寺
を
参
拝
し
た
。
午
後
は
、

世
界
各
国
の
オ
ル
コ
ー
ル
が

約
1
0
0
点
展
示
さ
れ
て
い

る
那
須
オ
ル
コ
ー
ル
美
術
館

を
見
学
し
た
。
車
中
で
は
、
ギ

タ
ー
の
伴
奏
で
憶
か
し
い
童

謡
・
唱
歌
を
歌
い
、
ふ
れ
あ
い

を
深
め
る
こ
と
が
で
き
た
。

環
境
部
会

5
月
1
5
日
、
晴
天
の
も
と

地
域
巡
視
を
実
施
。
部
会
員

2
3
人
が
2
班
に
分
か
れ
長
松

地
区
の
ご
み
を
拾
い
集
め
た
。

一
見
き
れ
い
に
見
え
る
道
路

脇
や
側
溝
に
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
・

空
き
缶
を
多
数
発
見
。
ま
た
、

中
丸
川
沿
い
の
雑
木
林
に
は

「
不
法
投
棄
禁
止
」
　
の
立
札

が
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
家

庭
ご
み
・
野
菜
く
ず
等
が
捨

て
ら
れ
て
い
た
。
「
林
の
中
な

ら
捨
て
て
も
わ
か
ら
な
い
」

と
考
え
た
の
だ
ろ
う
か
？

体
育
部
会

4
月
1
2
日
、
」
ハ
ツ
野
グ
ラ

ン
ド
で
第
3
9
回
ソ
フ
ト
ボ
ー

ル
大
会
が
行
わ
れ
た
。

結
果
報
告

優
　
勝
　
新
前
南

準
優
勝
　
三
反
田

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ

3
　
位
　
大
平

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ

中
根
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド

今
回
1
0

枚
の
ご
み

袋
が
い
っ

ぱ
い
に
。

地
域
を
美

し
く
保
つ

よ
う
心
か

け
よ
う
。

安
全
防
災
部
会

6
月
日
日
、
3
2
人
が
参
加

し
て
「
県
高
速
道
路
交
通
警

察
隊
」
で
、
高
速
道
路
の
運

転
に
つ
い
て
研
修
し
た
。

高
速
道
路
で
の
事
故
の
確

率
は
低
い
が
起
こ
る
と
大
き

な
事
故
に
な
る
、
シ
ー
ト
ベ

ル
ト
を
し
な
い
と
外
に
投
げ

出
さ
れ
る
た
め
必
ず
全
席
行

う
、
逆
走
事
故
が
増
え
て
い

る
の
で
注
意
、
等
の
話
を
聴

い
た
。
次
に
、
隊
員
に
よ
る

交
通
事
故
対
処
訓
練
を
見
学

し
、
事
故
を
起
こ
し
た
時
の

対
処
法
・
発
煙
筒
の
使
い
方

な
ど
を
学
ん
だ
。

福
祉
部
会

6
月
2
9
日
、
1
中
コ
ミ
セ

ン
で
今
年
度
新
規
事
業
と
な

る
地
域
福
祉
講
習
会
「
認
知

症
を
学
び
地
域
で
支
え
よ

う
・
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養

成
講
座
」
の
第
1
回
白
が
「
南

部
お
と
し
よ
り
相
談
セ
ン
タ

ー
」
職
員
を
講
師
に
招
い
て

行
わ
れ
た
。

寸
劇
で
、
実
例
に
則
し
た

対
応
の
方
法
・
認
知
症
予
防

の
体
操
な
ど
を
行
い
、
重
い

テ
ー
マ
の
中
に
も
和
や
か
な

雰
風
気
で
あ
っ
た
。

今
後
も
継
続
し
て
開
催
し
、

第
2
回
白
は
来
年
の
2
月
に

予
定
し
て
い
る
。

hT腎工．「」

青
少
年
部
会

以
前
か
ら
中
丸
橋
の
橋
げ

た
に
落
書
き
が
あ
り
、
子
ど

も
た
ち
の
目
に
触
れ
さ
せ
た

く
な
い
と
、
3
月
に
先
生
を

は
じ
め
青
少
年
関
係
の
団
体

や
地
域
の
皆
さ
ん
が
共
に
、

ペ
ン
キ
塗
り
を
行
っ
た
。

そ
こ
は
毎
年
、
長
堀
小
の

児
童
が
サ
ケ
の
稚
魚
を
放
流

す
る
場
所
に
な
っ
て
い
る
。

い
つ
ま
で
も
、
き
れ
い
な

橘
げ
た
で
あ
る
よ
う
願
っ
て

い
ま
す
。
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いざという時のためにJJ（一中地区周辺の防災マップ）

指定避難所にある防災倉庫に備蓄されている主な物

アルファ米・乾パン（約400食）、保存水（約840e）

毛布（100枚）、発電機、LPガス、コードリール、懐中電灯

ラジオ、乾電池、テント、ティッシュ、トイレ、ソトペーパー

タオル、軍手、マスク、生理用品、おむつ、ビニール袋

紙コップ、コミ袋　など　　　　　（1中コミセン備蓄品）

1　★　★　★　★一丸∴十㌧す

家庭で用意したい非常持ち出し品 
飲料水、非常食（乾パンなど火を通さなくてもいい物）、傾中電灯、 

携帯ラジオ、医薬品、衣類、雨具　など 
（持ち出し袋に入れてわかる所へ置いておく） 
避難時に貴重品、携帯電話（充電器）を持つのを忘れずに！ 

家庭での備蓄品 
飲料水、非常食、カセットコンロ、タオル、毛布、ティッシュ、ラップ、 

ウェットティッシュ、ビニール袋　など（時々点検を！） 

サ
、▼★★●1●★↑1

◎
委
員
長
　
○
副
委
昌
高

モ
ニ
タ
ー

大
関
清
見
　
橋
本
賢
三

◎
伊
藤
　
弄

○
横
山
恵
美
子

○
鈴
木
一
悪

菊
地
恵
子

磯
　
春
雄

菊
池
道
子

布
施
香
子

吉
木
一
美
　
か

荒
木
と
も
子
　
ル
▲

蔀
　
恒
朗

楕
須
貧
寒
次
丸

青
草
正
記
　
★

広
鶉
委
昌

た
。
こ
れ
か
ら
も
、
読
み
γ

易
く
親
し
み
の
あ
る
紙
面
・
ル

づ
く
り
を
目
指
し
て
ま
い
（
u

U
ま
す
の
で
、
ご
期
待
く
ま

だ
さ
い
。

カ
メ
撮
影
研
修
会
を
実
施

し
ま
し
た
。
車
中
で
、
「
デ

ジ
タ
ル
一
眼
レ
フ
カ
メ
ラ

煽
影
の
コ
ツ
」
「
生
き
生
き

し
た
人
物
撮
影
の
ポ
イ
ン

ト
」
な
ど
に
つ
い
て
学
習
。

高
野
花
見
山
・
白
水
阿
弥

陀
堂
二
二
崎
公
園
な
ど
を

見
学
し
て
、
写
真
撮
影
を

行
い
ま
し
た
。

今
年
度
の
広
報
委
員
は

新
た
に
2
人
が
入
り
ま
し

こ
て
J
T
セ
∵
七
・
七
　
十
‘
十
・
十
・
七
　
十
′

★★

5
月
2
8
日
、
現
・
旧
広
★

報
委
員
2
2
人
が
参
加
し
、
ヰ

い
わ
き
市
に
お
い
て
デ
ジ
★


